
『木は太くなればなるほど高く売れる』
そう考えるのはごく自然のことかと思いますが、
実際にはそうはいかない状況が生じています。

左は、H24年1月の日刊木材新聞の記事です。
36cm以上の丸太は、34cm以下と比べて1m3
あたり2,000円ほど安い状況が続いていること
が報じられています。

住宅様式の変化により太い柱に需要が少なくなっ
た等、さまざまな要因から大径木が安くなってい
ると多くの媒体でとりあげられている（※）こと
からも、大径木を有効活用してその価値を高める
取組が新たな課題として求められている様子が伺
えます。

増える大径木～太くなるほど丸太は安くなる？～

H24.1.13日刊木材新聞より
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